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令和元年6月18日

国土交通省 森田康夫

（前 熊本河川国道事務所長）

2019年度 公共調達シンポジウム
基調講演資料

～熊本地震から３年～

１

2016熊本地震

震度７が２回
前例の無い激しい揺れが続けて発生

2016年4月14日21時26分、熊本地方を震央とするマグニチュード6.5の地震が
発生（前震）。さらに、その28時間後の4月16日1時25分にはマグニチュード7.3
の地震が発生し、震度7を観測した（本震）。延べ44000回を超える余震による影
響を含め、「熊本地震」は熊本～阿蘇周辺地域に甚大な被害を与えた。

甚大な被害が発生①

益城町（H28.4.23）

多数の家屋倒壊や土砂災害による人的被害、電気・ガス・水道などのライフライン
への被害のほか、空港・道路・鉄道などの交通インフラにも甚大な被害が生じ、県
民生活や中小企業、農林漁業や観光業などの経済活動にも大きな支障が生じた。

〇震災犠牲者
直接死 ５０人
関連死 ２１２人

〇住宅被害
20万棟以上

〇避難住民（最大時）
18万人以上

〇交通インフラ被害
・九州新幹線
・九州自動車道
・熊本空港 ほか

※2018年4月13日現在
消防庁

２
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３

甚大な被害が発生② 九州自動車道の被害

熊本県内を南北に縦貫する
九州自動車道が、熊本市周
辺で甚大な被害を受け、約
2週間にわたり全面通行止
めとなった。

九州自動車道

４

１

２

３

４

広 域 図

熊本市
中心部

対面通行
規制

（約１年間）

2016年3月21日撮影 2016年4月18日撮影

国道57号／JR豊肥本線 寸断
国道325号「阿蘇大橋」落橋

至：熊本市

至：大分市【被災前】 【被災後】

黒川→

国道57号
JR豊肥本線

大規模斜面崩壊と動脈寸断

4月16日の本震では、南阿蘇村（阿蘇カルデラ西
側入口部）において、長さ約700ｍ、幅200ｍの

大規模な斜面崩壊が発生し、熊本－阿蘇－大分
を結ぶ主要な交通ルートである国道57号、JR豊
肥本線が寸断、これと接続する国道325号「阿蘇
大橋」も落橋した。

大規模斜面崩壊
約50万㎥の土砂が崩落

約700ｍ

約200ｍ

L=206ｍ

国道325号
｢阿蘇大橋｣

広 域 図

南阿蘇村（阿蘇アルデラ西側入口部） ５

熊本～阿蘇間の主要道路の被災状況
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57

325

至 熊本

至
高
森
町

至 阿蘇・大分

広 域 図
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被災直後

被災直後 被災直後 被災直後

被災直後

南阿蘇村

国道57号

阿蘇市

大津町

６

×

県道熊本高森線（俵山トンネル、長大橋梁群）、
阿蘇長陽大橋（村道）も大きなダメージを受け、
2～3万台／日を超える熊本～阿蘇間の交通
が機能麻痺の状態となった。

TEC-FORCE出動

崩壊した道路、崩落した法面、損傷を受けた橋梁など、被災した各所に国土交通
省の地方整備局等職員からなる災害対応のスペシャリストが終結した。TEC-
FORCEと呼ばれるこの緊急災害対策派遣隊は、4月22日には約440人が被災調
査を実施した。発災後、5月31日までに延べ約84200人が派遣された。この迅速
な調査が早期の応急復旧を可能とした。

TEC-FORCE：
Technical Emergency Control Force

７ ８

国道事務所による道路復旧①

九州自動車道が地震発生後約2週間にわたり全面通行止めとなったため、これと
並走する直轄国道の交通確保が最重要課題となった。4月16日の本震では、路

面陥没や橋梁前後の段差など、直轄国道も大きな被害を受けたが、大規模斜面
崩壊現場１箇所（国道57号：南阿蘇村）を除き、本震後24時間以内に応急復旧を
終え、全て通行可能とした。

熊本市
中心部

阿蘇市

地震発生から24時間

九州自動車道

西日本高速道路(株)
が管理

直轄国道

約３００km

熊本河川国道事務所
が管理
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国道事務所による道路復旧②

国道57号迂回路の応急復旧作業状況

崩落した国道５７号の迂回路として、県道の被災箇
所の復旧を急ぎ、２日後には一般車両の通行を確保。

この他、熊本県管理の国道・県道の応急復旧作業を
支援（一部代行）し、救急・救援活動、緊急物資輸送、
地域の生活再建を支えた。

4/16(土) 4/16(土)

4/18(月)

大規模斜面崩壊
国道57号通行止

地震発生から１・２週間

迂回ルート

14

斜面崩落、阿蘇大橋落橋

※国土地理院HP 立体図より作成

325

57

至阿蘇市・
大分県

至熊本市

西原村役場

熊本空港

大切畑大橋
（L=265m）

桑鶴大橋
（L=160m）

俵山大橋
（L=140m）

俵山トンネル
（L=2,057m）

主な被災箇所

■凡例

57
325

国道３２５号

阿蘇大橋

2020年度開通予定

国道５７号

北側復旧ルート(13km)

2020年度開通予定

長陽大橋ルート

2017.8.27開通済

俵山トンネルルート

2016.12.24開通済

斜面崩落、阿蘇大橋落橋斜面崩落、阿蘇大橋落橋

１０

国道事務所による道路復旧③ 本復旧（2016年5月以降）

◆2016年5月9日（国による権限代行）
⇒国道325号阿蘇大橋の事業化
◆2016年5月13日（国による権限代行）

⇒ 県道 熊本高森線の事業化
（俵山トンネルルート）

⇒ 村道 栃の木～立野線の事業化
（長陽大橋ルート）

◆2016年6月14日
⇒国道57号北側復旧ルートの調査着手

地震発生から５年以内に復旧事業を完成

（二重峠トンネル）

俵山トンネルルート開通（2016.12.24）

「最高のクリスマスプレゼントです」と称賛された俵山トンネルルートの早期開
通の背景には、地権者の方々や関係機関の理解と協力、工事受注者各位の
昼夜問わない尽力、そしてインハウスエンジニアのマネジメント力があった。 1１

長陽大橋ルート開通（2017.8.27）

※2017年4月に「熊本復興事務所」が設置され、現在は「国道57号北側復旧
ルート（＝熊本河川国道事務所）」を除く、全ての災害復旧事業を担当している。

1２

災害復旧マネジメントのポイント①

１３

災害発生時の応急復旧に関
する基本協定（２０１６）

災害復旧事業を一緒に進めても
らうパートナー（建設会社、地質調
査会社、測量会社、設計コンサルタ
ント）に対して、発災直後から躊躇す
ること無く、工事着手・業務着手の
指示を出し続ける。

予め「災害発生時の応急復旧に
関する協定」を締結しておくことで、
スピーディで円滑な災害復旧活動
が期待できる。

（１）地元建設業界との連携

※熊本河川国道事務所が管理する国道

（約３００ｋｍ）は、１０～１５ｋｍの区間毎
に、災害発生時に出動する建設会社が
決められている。

随意契約を前提とした指示

＜事務所長の視点から＞ 災害復旧マネジメントのポイント②

地元建設業界の実情を十分に把握した上で、平常時の入札契約ルールに縛ら
れること無く、臨機応変な工事発注を行う。

工事契約後は、受注者と発注者が一体となって、直面する課題を解決しながら、
厳しい工程上の目標を達成していく。
現場条件に応じた契約変更を、平常時以上に丁寧に実施する。

（３）平常時以上に「発注者責任」を果たす

（２）国による権限代行事業
県や市町村の災害復旧事業のうち、重要な（大規模被害を受けた、復旧に高
度な技術力を要する、早期復旧できないと地域への影響が大きい）プロジェクトを、
権限代行事業で国が引き取って、国土交通省のマネジメント体制下でスピーディ
に成果を上げていく。

熊本では、阿蘇大橋地区斜面復旧（砂防事業）のほか、熊本県知事・南阿蘇村
長から要請のあった３つの大規模（道路）災害復旧事業を国土交通省が担当す
ることとなり、このうち俵山トンネルルートの開通（2016.12.24）と長陽大橋ルー
トの開通（2016.8.27）は、地震からの復旧・復興を目指す地域に、大きなインパ
クトを与えた。

１４

＜事務所長の視点から＞
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（１）地震発生直後
○熊本河川国道事務所が直轄国道・河川の管理区間毎に締結している「災害
時等応急対策に関する基本協定」企業への緊急随契
⇒直轄国道・河川の応急復旧工事、緊急復旧工事に適用

（２）地震発生～概ね２ヶ月
○九州地方整備局が災害時協力協定を締結している（一社）熊本県建設業協
会等への緊急要請 → 協会加盟企業によるＪＶ（一般土木Ｃ＋Ｃ、または維持
修繕＋維持修繕等）に対して競争参加を求め、簡易な評価項目により相手を
特定し、随意契約
⇒直轄国道・河川の本復旧工事、県管理道路・砂防の直轄代行災害復旧工事
（いずれも、着工が急がれる本復旧工事）に適用

（３）6月28日工事公告以降
○「地域ＪＶ」を活用した一般競争・総合評価へ移行
・地域ＪＶを優位に評価
・災害復旧工事受注回数が少ない者を優位に評価
・一括審査を積極的に活用
・一般土木Ｃの上限を４.５億円まで拡大（官房長通達）
・手続きのスピードアップ（工事公告～開札まで１ヶ月以内）

県内建設業者
「総力」で熊本
地震からの復
旧・復興に「迅
速に」取り組む

１５

～熊本地震災害復旧工事における入札契約の取り組み～

8

俵山トンネル

おおきりはた

おおぎのさか

たわらやま

たわらやま

みなみあそ

至
高
森
町

村道
（旧道）

西原村

南阿蘇村

凡例

被災時から通行可能区間

H28年12月24日開通区間

復旧工事が引き続き実施されている区間

至
熊
本
市

おおきりはた

②袴野地区工事用道路整備工事

福岡建設・高野組ＪＶ

③県道熊本高森線鳥子地区道路復旧工事

味岡建設・技建日本ＪＶ
⑥熊本高森線俵山トンネル外復旧工事

鹿島建設・杉本建設ＪＶ

④村道鳥子地区工事用道路整備工事

三和建設・八代港湾工業ＪＶ

⑤俵山地区工事用道路整備工事

緒方建設・八方建設ＪＶ

⑤

⑥ 【被災状況】俵山トンネル

○ 熊本地震により、熊本市と阿蘇地域を結ぶ県道熊本高森線が甚大な被害を受け通行不能となった。
○ 熊本県からの要請を受け、大規模災害復興法に基づく国の代行事業として国が災害復旧を実施。
○ 随意契約を活用することで、発災直後から地元建設企業等が災害復旧に従事し、速やかな応急復旧を実現。

⑥ トンネル覆工のひび割れ補修

④ 被災状況

④ 復旧作業状況

くわづる

⑥ 【復旧状況】俵山トンネル

①県道熊本高森線小森地区道路復旧工事

橋口・杉本ＪＶ

④ 復旧状況

～俵山トンネルルート復旧工事における随意契約の活用～

１６

(H28.12.24現在)

評価項目ならび評価基準 点 数
工事実績 5.0 

12 
工事成績 5.0 

表彰（優秀技術者） 1.0 

配置予定技術者の資格【一般土木、維持修繕】 1.0 
継続教育（CPD）の状況 0.0 
工事実績

※地域JVの場合は、「いずれか１社の実績」で良い。
2.0 

18 

工事成績
※地域JVの場合は、「代表者の成績」で評価する。

4.0 

熊本地震災害復旧工事の受注状況
※受注回数は、代表者＋構成員の合計

災害復旧工事の受注無し：Ａ（12点）
災害復旧工事の受注1回：Ｃ（6点）
災害復旧工事の受注2回以上：Ｅ（0点）

12.0 

地域ＪＶの取組
地域ＪＶの場合：Ａ（10点）
単体企業の場合：Ｅ（0点）

10.0 10

加算点合計 40 

～地域ＪＶを活用した総合評価の試行(項目と配点)～

１７ １８

災害復旧マネジメントのポイント③ ＜事務所長の視点から＞

経験値の高いインハウス・エンジニアを集めて、適切な規模のＰＭ体制を構築
する。特に、隊長（ＰＭｒ）や隊長補佐を誰にするかは、災害復旧事業の成否の鍵
を握る重要な人事。

熊本では、ＰＭｒ（熊本地震災害対策推進室長）ほか数人にプロジェクトマネジメ
ント一式を任せることが出来たことが幸いであった。いずれも、現場で技術的判
断（即決）ができるインハウスエンジニア。彼らを信頼し、やりがいのある仕事を
任せたことが、災害復旧事業の成功の大きな鍵となった。

（４）事務所組織・人員の強化

（５）高度な施工能力を持つ企業を早期に巻き込む
大規模構造物の復旧工事などにおいて、専門的な技術力や高度なマネジメント
力を持った建設会社を早期に調達することはきわめて重要。

熊本では、阿蘇大橋地区斜面復旧（砂防事業）のほか、俵山トンネルや長大橋
梁（数橋）の復旧工事において、大手ゼネコンや橋梁メーカーと随意契約を結んで
いる。

（６）トップの意識・行動

１９

最前線の現場指揮官として

（１）キーパーソンとのコミュニケーションの徹底
熊本県知事（土木部長）、市町村長、国会議員、建設業界代表な
ど、各方面の代表者とのホットラインを確保

（２）迅速な判断と行動
上位機関の指導を仰ぎながら、「非常時モード」で大胆かつ迅速に
ルールを構築、行動を実施 ⇒どの道路を優先的に応急復旧す
るか？ どの建設会社にやってもらうか？・・・

（３）職員のモチベーション確保
事務所職員全員が「地域のために」という使命感を持って、諦める

ことなく、職務に精励してくれる雰囲気の醸成

所長の笑顔。「ありがとう」の声かけ。

（０）これまでの勤務経験・キャリアパス
（マネジメントの前提となる経験値）

本省道路局勤務をはじめとする20年以上にわたる
道路系セクションの勤務経験

5年間の九州地方整備局（当時は建設局）勤務

郡山国道（東北地整）での一回目の事務所長経験

（一財）国土技術研究センターでの幅広い研究活動

直近5年間の国総研（建設マネジメント研）勤務

熊本赴任から地震発生までの４ヶ月間の時間

私を助けてくれた「これまでの勤務経験・キャリアパス」

２０

国土学（脆弱国土「日本」とインフラ整備に関する基本認識）
非常時モード
宗教・哲学・教育（仏教、内村鑑三、教科書研究、・・・）

わが国の入札契約制度の現状と課題
海外のマネジメントシステム研究（ＥＣＩ、CM/GC、・・・）
災害復旧時の対応
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災害復旧工事と発注者責任（随意契約について考える）

２１

自然の暴威に翻弄された平成28年(2016年)の熊本

2016年1月
【約40年ぶりの大寒波・大雪】

2016年4月
【最大震度7を2回観測した熊本地震】

2016年6月
【梅雨前線による記録的大雨】
・甲佐町で全国歴代ランキング4位の150.0mm／hを観測

2016年10月
【36年ぶりに阿蘇山中岳が爆発的噴火】

２２

～混沌とした状況の中で～
（地震発生直後～概ね１・２週間）

２３

○ 4月14日、災害対策本部を立ち上げと同時に熊本県、熊本市、益城町等へリエゾンを派遣。
○ 4月15日01時25分、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊)14名を益城町へ派遣。

前震発生直後の対応 （自治体支援①）

２４

○ 平成28年４月15日(金)深夜停電の中、益城町役場の避難所に照明車18台を派遣。
○ 現地に災害対策本部車や情報収集車を配備し、各種支援活動を開始。

前震発生直後の対応 （自治体支援 ②）

２５

国道443号益城町寺迫地区の路面陥没対応＜道路啓開＞

２６
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阿蘇大橋地区斜面崩壊（国道５７号寸断、阿蘇大橋落橋）

4/16の本震により、国道57号が寸断、国道325号阿蘇大橋が落橋

２７

【前震】
○直轄国道、河川の被害は小規模。益城町周辺エリアの被害対応に注力。

→事務所スタッフはリエゾン・ TEC-FORCEとして自治体に派遣
→事務所備蓄の非常食、飲料水はすべて益城町へ
→道路チームは、国道443号益城町寺迫地区の路面陥没対応（道路啓開）に全力投球

【本震】
○直轄国道、河川の被害は甚大。→経験したことのない規模の災害復旧・・・。
○家族の安否、自宅の被害。→職務に専念することが出来ない職員も・・・。
○大規模な余震が継続（頻発）→災害復旧は、二次被害リスクと隣り合わせ・・・。
※４月期人事異動直後の大規模災害

本震発生直後、熊本河川国道事務所の置かれていた状況

２８

前震発生
4/14(木)21:26

本震発生

4/16(土)1:25

１日後

２日後

１週間後

２週間後

ネットワーク機能の確保

・直轄国道の点検
（全止無し）

・被災箇所発見後速やかに復旧

・直轄国道の点検

・被災箇所発見後速やかに復旧

自治体管理道路への対応

（主な啓開）

◇4/17 物資輸送ルートの啓開
東海大学阿蘇キャンパスへの

車両での物資輸送ルート

◇4/20 国道443号の啓開
◇4/22 ミルクロードの啓開
◇4/22 グリーンロードの啓開

広域の迂回路を確保

◇4/16 5:00～ 道路啓開の開始
（適宜、応急復旧を実施）

◇4/18～迂回案内の開始
主要交差点での看板による案内
JARTIC等での迂回周知
仮設トイレの設置

◇4/29～九州道全止の解除
（一部規制有り）

◇4/15 関係機関との調整の
場の設置

渋滞対策

阿蘇大橋地区を除き
通行可能に

高速道路と一般道の交通状況を
一体的に把握し、誘導案内を最適化

直轄国道の対応

幹線道路における発災後の初動対応

２９

国道事務所による道路復旧①

九州自動車道が地震発生後約2週間にわたり全面通行止めとなったため、これと並走する
直轄国道の交通確保が最重要課題となった。4月16日の本震では、路面陥没や橋梁前後
の段差など、直轄国道も大きな被害を受けたが、大規模斜面崩壊現場１箇所（国道57号：
南阿蘇村）を除き、本震後24時間以内に応急復旧を終え、全て通行可能とした。

熊本市
中心部

阿蘇市

地震発生から24時間

九州自動車道

西日本高速道路(株)
が管理

直轄国道

約３００km

熊本河川国道事務所
が管理

再掲

３０

【 凡例】

旅行速度が 未満

平成28年4月17日（日）：九州自動車道は、植木ＩＣ～八代ＩＣ間が通行止め

九州自動車道の通行止めに

より、国道３号等の熊本市中
心向けの道路は激しく渋滞し
た。

熊本地震発生直後における熊本都市圏の渋滞状況

３１

国道事務所による道路復旧②

国道57号迂回路の応急復旧作業状況

崩落した国道５７号の迂回ルートとして、県道の被災箇所
の復旧を急ぎ、２日後には一般車両の通行を確保した。

この他、熊本県管理の国道・県道の応急復旧作業を支援
（一部代行）し、救急・救援活動、緊急物資輸送、地域の生
活再建を支えた。

4/16(土) 4/16(土)

4/18(月)

大規模斜面崩壊
国道57号通行止

地震発生から１・２週間

迂回ルート

再掲

３２
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３３

啓開したミルクロードを経由して、国道57号大規模斜面崩壊現場(大分側)を視察
する（4/18早朝5:50）

『早朝パトロール』 自治体管理道路への対応（主な被災箇所と迂回路の啓開）

３４

黒 川

ＪＲ豊肥本線

国道325号阿蘇大橋国道57号

国道325号

至
大
分

至
熊
本

至
宮
崎

国道５７号、３２５号(阿蘇大橋)の被災状況

３５

至大分
至宮崎

H２８.５.４ 撮影

幅約200m

崩壊長約700m

写真②

写真① 頂部滑落崖の状況 写真② 滑落崖の上端部 写真③ 崩壊面周囲の亀裂
写真③

写真①

H２８.３.２１ 撮影

斜面の崩壊状況

３６

国道57号 熊本側 道路崩壊状況 国道57号 大分側 JR線路被災状況

ＪＲ軌道撤去
土砂撤去

国道５７号の被災状況

３７

物件調査(夜間)・交渉→工事用道路啓開→捜索支援・土砂撤去（無人機投入）

３８
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熊本～阿蘇間の主要道路の被災状況

57

57

325

至 熊本

至
高
森
町

至 阿蘇・大分

広 域 図

×

×

××
×

桑鶴大橋
×

俵山大橋

大切畑大橋

俵山トンネル
×

桑鶴大橋

俵山大橋 俵山トンネル

×
阿蘇⻑陽大橋

阿蘇⻑陽大橋

阿蘇大橋

大切畑大橋

被災直後

被災直後

被災直後 被災直後 被災直後

被災直後

南阿蘇村

国道57号

阿蘇市

大津町

３９

×

さらに県道熊本高森線（俵山トンネル、長大橋梁
群）、阿蘇長陽大橋（村道）も大きなダメージを受け、
2～3万台／日を超える熊本～阿蘇間の交通が機
能麻痺の状態となった。

再掲

■本格的な復旧

ＳＴＥＰ３

点検状況

応急対策完了

一級河川緑川・白川堤防の復旧（地震発生からの復旧ステップ）

～基準水位引き下げによる早期警戒～

氾濫注意水位

【変状前の基準水位】

氾濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

避難判断水位

地震により堤防が変状

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

ＳＴＥＰ１

■緊急点検
■応急対策

地震発生直後

地震発生直後より緊急
点検、応急対策を実施。

■緊急的な復旧工事

■早期警戒体制の構築

ＳＴＥＰ２

梅雨期前

５月９日までに全１１箇所を完了

施工完了（H28.4.30）堤防の変状

緑川左岸9k400付近

本格的な復旧のイメージ

堤体のゆるみ

緊急復旧の実施

事業決定後

平成２９年梅雨期
前までに復旧工事
の完了を目指す４月２８日から警戒開始

堤体のゆるみが大きい場合

４０

変状箇所
緊急的な復旧工事箇所

上益城郡甲佐町田口地先(左岸)

上益城郡甲佐町津志田地先(左岸)

熊本市南区富合町上杉地先(左岸)

熊本市南区城南町永地先(左岸)

御船川

熊本市南区富合町釈迦堂地先(左岸)

熊本市南区城南町高地先 (左岸)

熊本市南区富合町小岩瀬地先(左岸)

熊本市南区野田地先(右岸)

熊本市南区野田地先(右岸)

熊本市東区画図町下無田地先(右岸)

白川

上益城郡嘉島町下仲間地先(右岸)

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）
位置図

菊池川
緑川

白川

水系名 変状箇所数

白川 44

緑川 127

合計 171

STEP１ 緊急点検の結果（詳細）

４１

≪緊急復旧前≫4/16（緑川右岸9k200）

≪緊急復旧後≫4/30（緑川右岸9k200）

緑川

緑川

STEP2 緊急復旧を概ね3週間で達成

早期復旧のため２４時間態勢で施工

４２

地震により、比較的変状が大きかった11箇所について、24時間態勢で緊急的な
復旧工事を実施し、梅雨期までに完了。

緊急復旧状況

緊急復旧状況

■緊急災⑤ 5/1完了 緑川左岸８ｋ４００付近（熊本市）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

■緊急災④ 4/30完了 緑川右岸８ｋ９００付近（熊本市）

緊急災⑪

■緊急災① 4/30完了 緑川左岸１８ｋ４００付近（甲佐町）

堤体の変状

■緊急災② 4/23 完了 緑川左岸２０ｋ７００付近（甲佐町）

■緊急災③ 4/27完了 加勢川右岸９ｋ８００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

堤体の変状
堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

完
了

STEP2 緊急的な復旧工事の状況①
２４時間体制で緊急的な復旧工事を実施し、
概ね４月中に工事が完了

４３

■緊急災⑨ 4/30完了 緑川左岸１２ｋ４００付近（熊本市）

■緊急災⑪ 5/9完了 緑川右岸１１ｋ８００付近 （嘉島町）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

緊急災⑪

■緊急災⑦ 4/30完了 緑川左岸１０ｋ９００付近（熊本市）

■緊急災⑥ 4/30完了
緑川左岸９ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑧ 4/30完了 緑川左岸６ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑩ 4/30完了 緑川右岸９ｋ２００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

STEP2 緊急的な復旧工事の状況②
２４時間体制で緊急的な復旧工事を実施し、
概ね４月中に工事が完了

４４
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事務所長から職員へのメッセージ（4月21日）

４５

Ｓｕｂｊｅｃｔ：地震災害対応、ありがとうございます。

職員、期間業務職員の皆様へ

たいへんお疲れ様です。事務所長の森田です。
１４日夜から始まった地震災害対応も１週間余りが経過しました。

この間、職員の皆様には、連日連夜・不眠不休で非常に厳しい環境の中で内業、現
場作業に従事していただいており、疲れ切った状況で頑張っていただいていることに
心から感謝申し上げます。たいへんありがとうございます。

このような中、皆さんの健康管理が非常に重要なことは充分認識していますが、皆
さんの体調に気を配ることが充分にできていません。たいへん申し訳ありません。
水分はきちんと摂ってください。短時間でも、仮眠を取ってください。

心身に不調を感じたときは、我慢しないでください。

健康相談や臨時の健康診断の体制は整えていますので、事務副所長、総務課長ま
たは所属長へ申し出てください。

自宅や家族のことなど、生活面の不安や悩みがあれば、遠慮なく、事務副所長、
総務課長に相談してください。

引き続き、皆さんのご協力をどうかよろしくお願いいたします。

森田康夫

熊本地震発生後の大変厳しい状況の中で、事業執行のための執務室環境整備や健康管
理体制づくり、職員及び家族の状況把握と心のケア、事務所長からのメッセージ発信などを
通して、職員の安心感の醸成、チームワークの構築、モチベーションの向上等を図った。
→ 誰一人落伍することなく、平成28年度業務（災害復旧を含む）を成し遂げることができた。

風通しの良い職場づくり

４６

【菊陽町】
道路被災等調査

【益城町】
河川・道路被災等調査

【阿蘇市】
道路、河川、砂防被災
等調査

益城町
西原村

大津町

菊池市
阿蘇市

南阿蘇村

【甲佐町】
道路被災等調査

甲佐町

【ヘリ調査】
被災地上空調査

【南阿蘇村】
砂防、道路
被災等調査
機械支援

橋梁点検

【御船町】
河川・道路・橋梁
被災等調査

【熊本市】

道路、河川、砂防、
建物被災等調査

御船町

熊本市

【熊本県内】
機械操作、建物、撮影、
情報通信等

【災害対策本部】
TEC指令、連絡調整等

【熊本港】
港湾被災
等調査

【八代市】
河川被災
等調査

【菊池市】
道路（トンネル）、砂防
被災等調査

山鹿市

【嘉島町】
道路、河川被災等調査

【宇城市】
道路・砂防被災等調査

【山鹿市】
河川被災等調査

【宇土市】
道路、砂防、庁舎応急
対策、建物被災等調査

宇土市

八代市

宇城市

産山村

菊陽町

【山都町】
河川、砂防
被災等調査

合志市

山都町

【合志市】
道路被災等調査

【西原村】
砂防、道路被災等調査

嘉島町

【大津町】
道路、砂防被災等調査

○ 北は北海道から南は沖縄まで、全国からTEC-FORCE等約440名（４月22日時点）が集結し、
被災地の支援活動を展開、河川・砂防・道路など、様々な分野において、被災状況調査等
の技術的支援を実施。

【産山村】
砂防被災
等調査

TEC-FORCE等の活動内容（全体）

４７

TEC-FORCE等の活動内容（派遣推移）

のべ８，１８３人・日派遣
（5/16）

４８

○国土技術政策総合研究所、土木研究所等の専門家が大規模崩壊地、河川堤
防、橋梁等の被災調査及び被災施設の復旧等に関する高度技術指導を実施。

TEC-FORCE等の活動内容 （高度技術指導班）

▲ 急傾斜地の亀裂状況確認及び技術的助言 ▲ 国道443号の復旧工事への技術的指導

▲ 緑川等の被災状況を調査及び技術的助言 ▲ 白川橋等橋梁の被災状況調査及び技術的助言４９

【インハウス】
○事務所スタッフは、直轄国道・河川の復旧作業（迂回路啓開含む）で手一杯
※受援マネジメント（TEC-FORCE等支援者への仕事の割り振り）が重要かつ大変

→広範囲な自治体支援の指揮権は本局（企画、道路、河川）に委ねざるを得ない
○大きな方針は、本省や整備局の指示を仰ぎながら意思決定

→本局から道路調査官、地域道路調整官等を常駐で受入れ
（スポットで本省からも）

○専門的な技術的判断が必要な事象については、国総研・土研の専門家の所見
を仰ぎ対応（通行の可否、応急復旧工法など）

【工事発注】
○道路、河川ともに、事務所が締結している災害協定業者（区間毎の担当制）へ

指示を出すことで概ね対応
○応急復旧の規模が大きい区間は、前後区間担当業者等を含め調整
○業界全体の状況把握は、熊本県建設業協会とコミュニケーションを密にして対応

→この先、大量に発生する本復旧工事を執行するための新たな仕組みの構築へ
【業務発注】

○工事と同様に、事務所が締結している災害協定業者へ指示することで概ね対応
○業務内容は、点検、地質調査、測量、詳細設計（なんでも業務的なもの）が中心

→地元県内業者だけでは人手が足りず、高度な業務内容への対応も課題に

災害復旧マネジメント（地震発生直後～概ね１・２週間）

５０
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～方針確定、復旧工事本格化～
（H28.5～H28夏にかけて）

５１

国による権限代行事業で復旧工事に着手

５２

熊本県阿蘇郡南阿蘇村 立野
○平成28年4月16日（平成28年熊本地震）
○被害状況

国道57号、国道325号、 ＪＲ豊肥線
○主な対策工

土留盛土工、法面対策工（事業費：約２０億円）
○平成２８年５月５日 工事着手
○斜面頭部に不安定な土砂が存在し、上部に
クラックも確認されていることから、無人で
操縦できる建設機械を使用し無人化施工によ
り工事を実施しています。

◆斜面上部の不安定土砂を取り
除き法面対策工を実施します

◆斜面中腹には、落石や不安定土砂の
崩落対策として土留盛土を設置します

（熊
本
側
）

（大
分
側
）

工事の進捗状況

対策の概要土砂災害の概要

施工の流れ

監視装置の整備

工事用道路の整備

土留盛土の設置

不安定土砂の除去

法面対策工

◆不安定土砂の除去状況
（Ｈ28年10月2日撮影）

◆土留盛土〔上段〕
（施工完了）

５３

阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（直轄権限代行）
九州地方整備局

無人化施工システムの概要

操 作 室 中 継 局 無 線 局 作業エリア

高速無線

ＬＡＮケーブル

光ファイバー

頭部カメラ

LANｹｰﾌﾞﾙ

無線局①

LANｹｰﾌﾞﾙ

高速無線アクセスシステム

対岸カメラ

作業エリア

中継局①

操作室

光ファイバーケーブル（７００ｍ）

中継局②

中継局③

中継局④

無線局②

無線局③

無線局④

ネットワーク型無人化施工システム

ケーブル(700m)
アクセスシステム

無線ＬＡＮ
５４

九州地方整備局
厳しい作業環境と稼働状況

降雨時の現場状況

降雨後の施工状況
26日／57日=46%
稼働率は５割以下

日付
5/5～
5/31 ６月 ７月 ８月 ９月 計

歴日数 27 30 31 31 30 149

降雨 3 12 7 0 9 31

地震 1 0 0 0 0 1

霧 4 3 0 0 0 7
降雨後の
足場不良 3 4 2 0 0 9

伸縮計変動 1 0 0 0 0 1

計 12 19 9 0 9 49

15 11 22 31 21 100

不
稼
働
日

作業日

７月以降の稼働率は
約８割

５５

九州地方整備局
砂防事業の進捗状況

崩壊地内の工事用道路と土留盛土工の造成

土留盛土工の造成（地盤改良）

全体平面図

： 計 画
： 実施中
： 完 了 ５６
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325

至 阿蘇市

至
熊
本
市

至 高森町 ５７

国道３２５号阿蘇大橋架け替え（直轄権限代行事業）

◆2016年5月9日（国による権限代行）
⇒国道325号阿蘇大橋の事業化

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

阿蘇大橋（イメージ）

５８

橋梁形式：ＰＣ３径間連続ラーメン箱桁橋

東日本大震災の教訓と課題を踏まえた復興の枠組みの創設

背 景

法律の概要法律の概要

復興に関する組織等復興に関する組織等１１
● 復興対策本部の設置

● 復興基本方針の策定

災害復旧事業に係る工事の国等による代行４４

● 大規模災害による被害を受けた地方公共団体を
補完するため要請に基づいて、漁港、道路、海岸
保全施設、河川等の災害復旧事業について国等が
代行できるものとすること。

復興計画等における特別の措置３３

復興計画の作成等復興計画の作成等２２

※対象となる災害：緊急災害対策本部が設置された災害 又は 政令で指定する災害

平成２５年６月２１日公布

※これまで本法の適用例はない。

※政令で指定する災害：４の措置のみ適用

大規模災害復興法の適用（俵山トンネル、長陽大橋ルート）

その他その他５５

◆ ５／１３（金）

「主要地方道 熊本高森線」と「村道 栃の木～立野線」を権限代行に

（俵山トンネルルート）（長陽大橋ルート）
５９

64被災概要 桑鶴大橋
被災概要 桑鶴大橋

６０

俵山大橋

橋座面から
フーチングへの
ひび割れ

橋台背面が
約70cm乗上

Ａ１橋台地山の流出

約1.7m
沈下

水平移動

A1橋台背面土工部 崩壊 A1橋台背面土工部 崩壊

A2橋台背面土工部 段差

主桁の座屈(A1-P1) 支承の破損(A2)

A2橋台 パラペット損壊A1橋台 基礎工（深礎杭）の露出

被災概要 俵山大橋

６１

8

俵山トンネル

おおきりはた

おおぎのさか

たわらやま

たわらやま

みなみあそ

至
高
森
町

村道
（旧道）

西原村

南阿蘇村

凡例

被災時から通行可能区間

H28年12月24日開通区間

復旧工事が引き続き実施されている区間

至
熊
本
市

おおきりはた

②袴野地区工事用道路整備工事

福岡建設・高野組ＪＶ

③県道熊本高森線鳥子地区道路復旧工事

味岡建設・技建日本ＪＶ
⑥熊本高森線俵山トンネル外復旧工事

鹿島建設・杉本建設ＪＶ

④村道鳥子地区工事用道路整備工事

三和建設・八代港湾工業ＪＶ

⑤俵山地区工事用道路整備工事

緒方建設・八方建設ＪＶ

⑤

⑥ 【被災状況】俵山トンネル

○ 熊本地震により、熊本市と阿蘇地域を結ぶ県道熊本高森線が甚大な被害を受け通行不能となった。
○ 熊本県からの要請を受け、大規模災害復興法に基づく国の代行事業として国が災害復旧を実施。
○ 随意契約を活用することで、発災直後から地元建設企業等が災害復旧に従事し、速やかな応急復旧を実現。

⑥ トンネル覆工のひび割れ補修

④ 被災状況

④ 復旧作業状況

くわづる

⑥ 【復旧状況】俵山トンネル

①県道熊本高森線小森地区道路復旧工事

橋口・杉本ＪＶ

④ 復旧状況

～俵山トンネルルート復旧工事における随意契約の活用～

６２

再掲

(H28.12.24現在)
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６３

国道５７号北側復旧ルートの決定

（７月６日）

二重峠トンネル工事におけるＥＣＩ(CM/GC)の採用

６４

早期復旧に向けて、設計段階から施工者独自のノウハウを取り入れる契約方
式「技術提案・交渉方式（ＥＣＩタイプ）」を採用。これにより、①設計と
工事発注手続きを同時進行し、工事着手を前倒しするとともに、②施工者に
よる設計段階からの施工計画の検討により、効率的に事業を推進。

平成28 年熊本地震からの復旧・復興に向けた
事業が本格化していく中、事業を迅速に、強力
に推進していくため、７月１日、九州地方整備局
に『熊本地震災害対策推進室』を設置

＜熊本地震災害対策推進室が所掌する事業＞

道路災害復旧事業

・国道57 号

・権限代行による国道325 号、

（主）熊本高森線、

（村）栃の木～立野線

直轄砂防災害関連緊急事業

・阿蘇大橋地区において発生した大規模な

斜面崩落への緊急的な対策工事

白川・緑川 河川等災害復旧事業
▲ 開所式の様子

熊本地震災害対策推進室の設置

６５

事業管理支援業務

１）平成２８年度 阿蘇大橋地区外事業管理支援業務

２）平成２８年度 県道熊本高森線熊本阿蘇地区事業管理支援業務

技術支援業務(橋梁関係)

１）平成２８年度 阿蘇大橋地区阿蘇大橋技術支援業務

２）平成２８年度 県道熊本高森線俵山大橋技術支援業務

３）平成２８年度 県道熊本高森線扇の坂橋技術支援業務

４）平成２８年度 県道熊本高森線桑鶴大橋技術支援業務

５）平成２８年度 県道熊本高森線大切畑大橋技術支援業務

６）平成２８年度 県道熊本高森線すすきの原橋外技術支援業務

事業管理・技術支援業務

１）平成２８年度 熊本５７号災害復旧事業管理・技術支援業務

ＰＭ・ＣＭ業務発注による体制補完

★事業管理支援業務：(1)測量・調査・設計業務等に対する指導・調整等、(2)地元及び関
係行政機関等との協議等、(3)事業監理等（工程やコスト管理を含む）、(4)施工監理等
と幅広く、「発注者と一体となって」復旧プロジェクトをマネジメントすること。

★技術支援業務：被災橋梁（上部工及び下部工を含む）の設計及び施工等に係わる技術
的資料作成を行うものであり、業務を実施するにあたっては、随時、国総研・土研、学識
経験者等の技術的意見を聴取するとともに、当該技術的意見の反映について、発注者、
設計者、施工者等関係者間の調整を図るというもの。

６６

災害復旧マネジメント（H28.5～H28夏にかけて）①

【インハウス】
○各種技術検討委員会が立ち上がり、大規模な災害復旧事業（国道57号大規模

斜面崩落対応、阿蘇大橋架け替え等）は、この場での議論を踏まえた対応に。
○事務所スタッフ（副所長以下）は、「直轄災害復旧＋通常業務」重点へ、業務内

容をシフト。
○権限代行事業（道路・砂防）は、「熊本地震災害対策推進室」の組織化をイメー

ジしつつ、「本局（指揮官）＋支援事務所スタッフ」によるマネジメント体制にシフト。
○なお、これを支援すべく、複数の「事業管理系業務（ＰＭ、ＣＭ）」を協会要請型の

プロポ随契で調達。

【工事発注】
○業界の状況を把握しつつ、県知事からの要望（ＪＶによる県内企業の活用）も踏

まえ、本省・整備局と相談しながら、大規模災害復旧仕様の発注スキームを新た
に構築し、運用を開始。

６７

（１）地震発生直後
○熊本河川国道事務所が直轄国道・河川の管理区間毎に締結している「災害

時等応急対策に関する基本協定」企業への緊急随契
⇒直轄国道・河川の応急復旧工事、緊急復旧工事に適用

（２）地震発生～概ね２ヶ月
○九州地方整備局が災害時協力協定を締結している（一社）熊本県建設業協

会等への緊急要請 → 協会加盟企業によるＪＶ（一般土木Ｃ＋Ｃ、または維持
修繕＋維持修繕等）に対して競争参加を求め、簡易な評価項目により相手を
特定し、随意契約
⇒直轄国道・河川の本復旧工事、県管理道路・砂防の直轄代行災害復旧工事

（いずれも、着工が急がれる本復旧工事）に適用

（３）6月28日工事公告以降
○「地域ＪＶ」を活用した一般競争・総合評価へ移行

・地域ＪＶを優位に評価
・災害復旧工事受注回数が少ない者を優位に評価
・一括審査を積極的に活用
・一般土木Ｃの上限を４.５億円まで拡大（官房長通達）
・手続きのスピードアップ（工事公告～開札まで１ヶ月以内）

県内建設業者
「総力」で熊本
地震からの復
旧・復興に「迅
速に」取り組む

６８

～熊本地震災害復旧工事における入札契約の取り組み～
再掲
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評価項目ならび評価基準 点 数

工事実績 5.0 

12 
工事成績 5.0 

表彰（優秀技術者） 1.0 
配置予定技術者の資格【一般土木、維持修繕】 1.0 
継続教育（CPD）の状況 0.0 
工事実績

※地域JVの場合は、「いずれか１社の実績」で良い。
2.0 

18 

工事成績
※地域JVの場合は、「代表者の成績」で評価する。

4.0 

熊本地震災害復旧工事の受注状況
※受注回数は、代表者＋構成員の合計

災害復旧工事の受注無し：Ａ（12点）
災害復旧工事の受注1回：Ｃ（6点）
災害復旧工事の受注2回以上：Ｅ（0点）

12.0 

地域ＪＶの取組
地域ＪＶの場合：Ａ（10点）
単体企業の場合：Ｅ（0点）

10.0 10

加算点合計 40 

～地域ＪＶを活用した総合評価の試行(項目と配点)～

６９

再掲
災害復旧マネジメント（H28.5～H28夏にかけて）②

【工事発注（続）】
○大規模補修が求められた俵山トンネルの復旧工事や国道57号大規模斜面崩

落箇所の緊急復旧工事については、大手ゼネコンとの随意契約（本官）を早期に
締結することで、彼らの施工ノウハウを引き出すことが出来た。

○また、早い段階で「補修で対応可能」と判断した俵山トンネルルート上のメタル橋
梁（数橋）についても、橋建協等への緊急要請によって、それぞれ橋梁メーカーと
随意契約を結んでいる。

【業務発注】
○工事と同様に、整備局長と建設コンサルタンツ協会（九州支部）が締結している

災害協定に基づき、協会への「緊急要請」を行い、協会加盟会社から参加表明を
受け付けることで業務実施者を選定。

○業務内容は、構造物点検・復旧検討、道路詳細設計、橋梁詳細設計、トンネル
詳細設計、高度な地質調査（軟弱地盤対応）、ＣＭ・ＰＭ業務など多岐にわたる。

○簡素な評価項目で順位付けし、上位評価者と随意契約を締結する方法（協会要
請～選定・通知まで約一週間で対応可能な方法）を基本とするが、業務の難易
度等を考慮し、簡易プロポに近い方式（技術提案＋ヒアリング）で契約相手を選
定したケースもある。

７０

熊本地震発生後に親友に宛てたメールから①

○○さま←森田
（前略）

地震が発生して、少し時間が経って、このように考えるようになりました。
平成２８年４月１４日・１６日に熊本地震が発生することは（地球時間では）決まっ

ていました。
しかし、４月１日に赴任していたのでは準備時間が足りません。
なので、平成２７年１２月１６日付けというイレギュラーな時期に人事異動が発令

されました。
おかげで、管内（県内）の市町村長、国会議員、その他関係者の方々とのコミュ

ニケーションを予め図ることが出来ました。
また、１６０余名の職員の平成２８年４月期人事に携わることができました。日々

の業務の中で、スタッフの声に耳を傾けながら、彼・彼女らのことを知ることが出
来ました。

年明け１月２４・２５日の（熊本では４０年ぶりの）豪雪では、事務所組織の危機
管理体制の課題を認識することができ、スタッフと一緒に改善の取組みに着手す
ることが出来ました。

そして３月末には、平成２７年度の予算・事業執行の締めを無事終え、４月１日
からは新年度の体制をスタートさせました。

７１

熊本地震発生後に親友に宛てたメールから②

２週間が経って、阿弥陀さまは「もういいですね（準備が整いましたね）」とお考え
になられたのでしょう。

４月１４日・１６日に熊本地震は発生しました。熊本河川国道事務所の所長は、
私（森田）です。

内村鑑三はこう言ってます。

「地の目的はいかん。人類を発達せしむるにあり。人類の進歩、啓発を促すため
に、地はいかなる特質を有せざるべからずか。

（一）進歩を助けんがために、地は開拓、耕耘、運輸、交際の便利を人類に供せざ
るべからず。

（二）啓発を助けんがためには、地は多少の障害を人類に供せざるべからず。 地
の配列、構造にして全く人類進歩を奨励せざらんか、人類は失望に沈んで、進ま
ざるべし。

一の障害物をも供せざらんか、進歩、簡易に過ぎて心霊の怠惰と傲倨（きょご
う）とを招き、知と霊とは啓発せざるべし。

適宜なる奨励と適宜なる障害とは教育上の必要にして、天が人に与うるに地を
もってせしや、この特質を有する地球をもってせられたり。

われらの棲息する地球は教育上絶大の価値を有するものなれば、はなはだ完
全にして、全く完全ならず。すなわち、この地球は人の労力をもって初めて
完全たるを得るものなり。」

７２

熊本地震発生後に親友に宛てたメールから③

７３

私たち日本人は、此の日本という国土によって育まれてきました。
此の日本列島で頻発する大規模な自然災害によって、ずっと昔から教育を受け

てきました。
巨大なジグソーパズルの１ピースをしっかりと演じることが、今の私に与えられた

役割です。凡庸ではありますが、要の１ピースでありたいと考えています。一人で
も多くの方々が幸せになれますように。

○○先生、○○○の皆様にも宜しくお伝えください。森田なりに頑張ってます！
と。

平成２８年５月 森田康夫

～災害復旧工事、その後～
（H28.秋～現在）

７４
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白川右岸・蓮台寺地区

緑川右岸・下仲間地区

７５

白川・緑川堤防 災害復旧工事完了（2017.5.31）

80

斜面崩落、阿蘇大橋落橋

※国土地理院HP 立体図より作成

325

57

至阿蘇市・
大分県

至熊本市

西原村役場

熊本空港

大切畑大橋
（L=265m）

桑鶴大橋
（L=160m）

俵山大橋
（L=140m）

俵山トンネル
（L=2,057m）

主な被災箇所

■凡例

57
325

国道３２５号

阿蘇大橋

2020年度開通予定

国道５７号

北側復旧ルート(13km)

2020年度開通予定

長陽大橋ルート

2017.8.27開通済

俵山トンネルルート

2016.12.24開通済

斜面崩落、阿蘇大橋落橋斜面崩落、阿蘇大橋落橋

７６

国道事務所による道路復旧③ 本復旧（2016年5月以降）

◆2016年5月9日（国による権限代行）
⇒国道325号阿蘇大橋の事業化

◆2016年5月13日（国による権限代行）
⇒ 県道 熊本高森線の事業化

（俵山トンネルルート）
⇒ 村道 栃の木～立野線の事業化

（長陽大橋ルート）
◆2016年6月14日

⇒国道57号北側復旧ルートの調査着手

地震発生から５年以内に復旧事業を完成

（二重峠トンネル）

再掲

俵山トンネルルート開通（2016.12.24）

「最高のクリスマスプレゼントです」と称賛された俵山トンネルルートの早期開通の背
景には、地権者の方々や関係機関の理解と協力、工事受注者各位の昼夜問わない
尽力、そしてインハウスエンジニアのマネジメント力があった。

７７

再掲
長陽大橋ルート開通（2017.8.27）

※2017年4月に「熊本復興事務所」が設置され、現在は「国道57号北側復旧ルート
（＝熊本河川国道事務所）」を除く、全ての災害復旧事業を担当している。

７８

再掲

国道３２５号阿蘇大橋架替の進捗状況

７９

九州地方整備
局2019年度内の斜面対策の概ね完成に向け、傾斜が急な斜面中腹部の対策を行っ

ています。

平成31年4月12日現在

山腹水路
工

工事ヤード
使用状況

鉄筋挿入工ネット工

不安定土砂の除去
アンカー工

完了

ガリー浸食対策

完了

標高620m以上完了

植生マット・ネット工等

▼標高620m

斜面中腹部

斜面中腹部：
• 植生マット工、ネット工、鉄筋挿入工 施工中

土留盛土下部
土留盛土下部：
• 山腹水路工 施工中
• 斜面対策工事、黒川河岸欠壊防止工事で工事ヤード

として使用中

土留盛土

▼標高740m

８０

阿蘇大橋地区砂防事業の進捗状況
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国道５７号北側復旧ルートの進捗状況

８１

二重峠トンネル進捗状況（令和元年5月1日現在）

避難坑本　坑

掘削断面：106㎡
内空断面： 92㎡

掘削断面：47～50㎡
内空断面：40～43㎡

標準断面図

阿蘇市大津町

覆工

覆工

覆工延長：1,427m 覆工延長：1,580m

大津工区

1,833m

阿蘇工区

1,819m

阿蘇工区
1,820m

大津工区
1,839m

避難坑

覆工 覆工覆工本坑

覆工

覆工延長： 170m 覆工延長： 147m覆工延長 317m/3,652ｍ (9%)

覆工

H31.2.23貫通

覆工延長 3,007m/3,659ｍ (82%)

覆工

掘進方向掘進方向 掘進方向

８２

詳細設計

施 工
発注手続き

詳細設計

技術提案

●標準の発注パターン

●二重峠トンネル（ECI方式）の場合

施 工

積算

発注手続き

技術協力
設計照査

契
約

契
約

契
約

設計後
積算、発注手続き開始

技術提案
設計照査

交渉

積算

設
計
照
査

設計と工事発注手続きを同時進行し、
工事着手が半年以上前倒し

【設計】

【施工】

【設計】

【施工】

舗装
設備

舗装
設備

Ｈ３２年度
供用予定

H28.10.21 H29.3.10

二重峠トンネルにおけるＥＣＩ方式の活用効果

施工者の技術提案を反映し、
施工期間を１年以上短縮

二重峠トンネル工事の契約①

８３

避難坑

本 坑

※避難坑はずり出しダンプの離合等を考慮し、断面を拡大

■具体的には避難坑を先行整備して、避難坑から本坑へアクセスし、本坑のトンネル

切羽を複数増やすことにより掘削日数を短縮。 等

【トンネル施工のイメージ】

切羽１ 切羽２ 切羽３ 切羽２ 切羽１

北側復旧ルート 二重峠トンネル（延長約３．７ｋｍ）

通常の切羽 技術提案内容を反映した切羽 避難坑を活用した経路

【凡例】

■ＥＣＩ方式により、施工者の技術提案を反映し、標準的な施工期間から１年以上短縮。

坑口

坑口坑口

坑口

二重峠トンネル工事の契約②

二重峠トンネルの工期短縮に向けた技術提案

(大津工区) (阿蘇工区)

８４

【本坑施工について、最短工期で工事契約】

⓪詳細設計業務と並行して、工事実施予定者（優先交渉
権者）を選定する手続き「技術提案・交渉方式」を採用

①本坑のトンネル切羽を増やす（避難坑を先行整備して、
避難坑から本坑へアクセスし、本坑のトンネル切羽を複

数増やす）技術提案を採用

②高機能大型機械、高強度支保部材及び施工実績に基
づく掘削補助工法等を採用

③全体の工期が最短となるよう、阿蘇工区と大津工区の
施工区分(延長)を見直し

成果１

二重峠トンネル工事の契約③

８５

【設定された工期の遅延防止】→契約図書に明示

①具体的な施工条件の明示
本坑掘削期間、施工体制、月あたりの稼働日数、本

坑掘削の大半を占めるCⅡ、DⅠ支保パターンに関す
る100ｍ当たりの掘削所要日数、先行掘削する避難坑
を利用して本坑掘削箇所を複数化すること、 など

②施工中における施工区分（延長）変更の明示

施工中に阿蘇工区と大津工区の完成予定時期に差
異が生じる場合は、全体の工期が最短となるよう施工
区分(延長)を変更

成果２

二重峠トンネル工事の契約④

８６
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８７

ブログ『熊本国土学』（全129回）

（H28.3.26～H28.4.10）

（H28.9.18～H30.6.30）

熊本県内の自然災害・インフラ整備の歴史

（豊後街道・二重峠）

（日向往還・霊台橋）

（佐敷太郎峠「佐敷隧道」）

『熊本国土学』

（川尻の船着場跡）

（高瀬船着場跡）

（三角西港）

（白川・鼻ぐり井手）

（緑川・鵜の瀬堰）

（球磨川・萩原堤）

（通潤橋）

（湯の口ため池）

（加勢川・清正堤）

８８

阿蘇外輪山と二重峠

57

二重峠

57

：延喜式官道・豊後街道
：ミルクロード
：北側復旧ルート（二重峠トンネル）

57

立野火口瀬

『熊本国土学』

８９

二重峠と立野火口瀬（阿蘇神話から）

二重峠（ふたえのとうげ）は、大津町から阿蘇市に向かう途中の
阿蘇北外輪を越える峠。北外輪山の西側の最も低い地点で、名
の由来は阿蘇神話、健磐龍命(たけいわたつのみこと)が外輪山

を蹴破ろうとしても、二重になっているから破れなかったことによ
る、と伝えられています。

二重峠を蹴破れなかった健磐龍命は、次に別の場所を蹴ると
見事に成功。外輪山に穴が開いて湖水の水が流れ出し、外輪山
の内側には作物ができる平野が生まれました。この蹴破られた
箇所が立野火口瀬。立野(たての)の地名は、蹴った時に力余っ

て尻餅をついた命が、｢もう立てぬ｣と言われたことによる、と伝え
られています。

神様が蹴破ることの出来なかった二重峠の下を、新しい
契約制度（ECI）と民間の最先端技術を活用して、類を見
ないスピードで掘り進めた（H31.2.23貫通）。

→「国道57号北側復旧ルート」2020年度開通予定

熊本地震と立野火口瀬の地形・地質

『熊本国土学』

９０

国土とインフラについて学ぶ

http://moritayasuo.wixsite.com/country-ology

『熊本国土学』

９１

ＦＩＮ

９２


